独断 一 束 



1 干 田國士 



思想 

芸術と しての 思想の 魅力 は、 芸術家が、 その 思想 を、 

軽く 掌の 上に のせて ゐる 時に のみ、 われわれの 心 を 動 

ゝ」， o 

力 19 

時代 意識 

時代 意識がない、 それで、 その 作品に、 なに か 大事 

な ものが 欠けて ゐる やうに 思 ふの は、 創作 を 深呼吸と 

間違へ てゐ るの だ。 

健康な 小児の、 静かな 寝息が わからな いか。 

慌てまい ぞ、 藪医者！ 



去年の 星 は、 断じて、 今年の 星で はない —— 真面目 

こ o 

近代の 日本 

機智が 重い 靴 を 穿き、 ファン テジィ が 片肌 を 脱ぎ、 

下らない こと をむ きになって 下らなが る 近代の 日本。 

喜劇 

喜劇の わからな いこと は 最も 喜劇 的で ある 悲劇 

の わからない ことが、 屢々 最も 悲劇的で ある やうに。 



旧い ところが ある、 かう 云って 新しい もの を 貶さう 

とする。 

新しい ところが ある、 と 云って、 旧い ものが 貶せる 

ゝ o 

力 

頭と 心 

頭で 書く のがい けない さう である。 

心 は、 それ を 聞いて、 悲しむ だら う。 さもなければ、 

怒る だら う。 

頭と 心と は、 それほど 別々 な もので はない。 



「人生よ」 と 叫ぶ 若き 作家に 

—— 大丈夫で すよ、 お母さん、 XX 博士が、 きっと 

なま 

治す と 云 ひました。 

—— い、 や、 今度 は 駄目 だ。 

—— 駄目 ぢ やありません。 

_ —— 今年 は、 お父さんの 三年 忌 だ。 

此の X X 日です。 

—— X 月 XX 日 …… お前 は 知らな いんだね、 三年 忌 

に は 仏が 迎 へに 来る とい ふこと を …… 。 

—— 仏 …… お父さん がです か。 

—— あたし は、 どうしても、 まだ 死にたくない。 



—— お母さん、 その 涙 を 拭き ませう。 (心の中に て) 

父上よ、 耳 を 塞いで ゐて 下さい。 

わが 二三の 読者に 

—— お 父ち やん、 遊ばない。 

句に して。 

—— ピンポン。 

—— うむ。 もう 少し あっちで 遊んで ゐな。 今、 お 父 

さん は、 仕事が あるんだ。 

—— 仕事 …… どんな 仕事。 

—— い、 から、 しばらく、 向う へ 行って おいで。 
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